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アスパラガスの病気や害虫を防ぎましょう 
夏にも収穫するアスパラガスにおける病害虫の管理技術 
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いま、北海道では夏にもアスパラガスを収穫する立茎栽培が盛んになっています 
しかし、 

夏にも収穫するため、春だけ収穫するこれまでのアスパラガスと病気や害虫の発生が違います 
どんな病気や害虫が問題となっているのでしょうか？ 

斑点病 ネギアザミウマ ジュウシホシクビナガハムシ 

ハウス立茎栽培では6月下旬から発
生します 
8月中旬から9月にかけて蔓延します 
多発すると茎葉が枯れてしまいます 

立茎開始から寄生し、7月後半に
増え始め栽培終了まで増加します 
被害は、擬葉のかすり状食痕、若
茎の傷や鱗片葉の褐変による商
品価値の低下です 

成虫は春芽収穫時から10月上旬まで、幼虫は
6月中旬以降10月上旬まで観察されます 
成虫は春芽をかじって商品価値を低下させま
す 
夏に幼虫が多発すると茎葉上部がほうき状と
なり、夏芽と翌年春芽の収量が減少します 

どう防げばよいのでしょう？ 

トリミング（茎葉の刈り込み）は，斑点病の発生部位の除去や風通しがよくなり発病の抑制効果があり， 
茎葉内部への薬剤の付着がよくなることから薬剤散布の効果もアップします 

近紫外線除去フィルム（UVC）は，ネギアザミウマの侵入を抑制します 
ジュウシホシクビナガハムシ幼虫の防除は，減収を防ぐとともに，翌年の成虫密度を低下させます 

農薬は農薬登録のある薬剤 
を使用してください 
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注）近紫外線除去フィルム(UVC)は、ネギアザミウマ侵入抑制効果があるが、ジュウシホシクビナガハムシの侵入抑制効果はない

　　UVCによる斑点病の抑制効果は被覆3年目以降は期待できない

栽培スケジュール

アスパラガス立茎栽培における病害虫管理技術

8月 9月 10月 11月4月 5月 6月 7月

春芽収穫 立茎 夏芽収穫 茎葉処理

蔓延し始める時期にトリミングと薬剤散布

粘着板で初期発生を予察 薬剤散布（トリミング後や7日間隔2回散布で効果UP）
UVCにより抑制

初発期 蔓延期

初発期 多発生期

幼虫発生期

重点薬剤散布時期

落葉がみられない
程度に管理


	スライド番号 1

